
 

 

丹那トンネル Ⅰ –人車鉄道から新幹線へ-  

 

 東海道線は日本の大動脈であり、明治 22年

(1889)には新橋－静岡間が開通した。 

しかし東海道線は当初、国府津から御殿場

を経由して沼津に至る路線であった（現在の

御殿場線）。 

この路線は急勾配で難所であったため、国

府津から小田原、熱海を経て、丹那盆地の下

のトンネルを通り三島、沼津に通じる新路線

が求められていた。 

大正 7 年(1918)に 7 年の完成予定で熱海口

から工事が開始され、ついで三島口からも工

事が始まった。 

しかし見通しは甘く、事故も起こり、死者

67名を出す難工事となった。結局、完成まで

に倍以上の 16 年を費やし、昭和 34 年(1934)

開通した。 

この顛末は、すぐれた記録小説である吉村

昭著『闇を裂く道』に詳しく描かれている。 

  
 

【旧東海道線と熱海線】 

大正７年に、東京から国府津へは約 2時間

20分で到着した。しかしその先が大変で、熱

海まではさらに 2時間 10分かかっていた。 

小田原－熱海間は“軽便鉄道”で、脱線す

ることもしばしばだった。 

【軽便鉄道７号機関車】 

 この軽ミニ SLは大正 12年(1923)まで、16年

間、小田原－熱海をつないでいた。その一台が

熱海駅前に保存・展示されている。 

 それ以前は人間が客車を押す“人車鉄道”が

11年間使用されていた。 

【豆州人車鉄道】 

当時、駅があった咲見町の曲がり角のホテル

前にその記念碑がある。上図のように 3 人の

車丁が箱車を押したのである。 

それでも小田原－熱海間を従来より 1 時間

半も短縮したのだった。 

   

【タウトが描いた富士山】 

 昭和 8年(1933)12月 27日の日付が読み取

れる。タウトは新旧両方の東海道線を利用し

たドイツ人ということになる。 

上図は、24日に東京から京都に向かうとき

に旧東海道線から見た富士山を描いた色紙

で、富士山は「天から地への贈物だ」と記し

ている。 

【丹那盆地】 

 丹那トンネルの真上にあり、別天地のように

美しいと言われていた。良質の水が豊富に湧き

出て、ワサビ田に清流が注ぎ込み、水田では水

が多すぎて困るほどであった。 

  しかしこの環境はトンネル工事にともない、

激変し、酪農を主とした地域に変貌することに

なった。 

【起工式】 

 大正7年(1918) 3月21日に梅園近くにある

坑口予定地で、起工式が行われた。トンネル

上部の数字、2578と 2594は着工と完成の年

を意味している。戦前は、今では使われない、

“皇紀”が用いられていた。660 を引くと西

暦になる。 

  (参考書『ほっと ふるさと』、『タウト 1880-1938』) 

 



 

 

丹那トンネル Ⅱ -殉職碑-  

 

 丹那トンネルは総延長 7804m になり、当

時の鉄道トンネルでは最長であり、しかも単

線型ではなく複線型が採用され、画期的なも

のであった。しかし結果的には、両側から掘

り進めた距離は、一日平均 67cmになり、い

かに難工事であったかわかる。 

  殉職者は 67 名に及び、そこには二人の女

性と八人の韓国・朝鮮人が含まれている。目

を引くのは溺死者が 17人いることだ。掘り

進めて間もなく坑道では激しい湧水が始ま

ったのだった。 

左写真の左に見られるように坑夫は雨合

羽を着なければならなかった。この雨合羽も

やっと途中から使用された。 

右では坑夫はノミを使って工事している。

第一次大戦の景気で電気料金が二倍に高騰

し、電力供給がない状態で工事が開始され

た。明かりもカンテラが使われ、ツルハシで

掘りはじめられた。堀り崩された土石は牛に

ひかせて運び出された。 

  

 

【大正 10(1921)年 4月 1日の大崩壊】 

トンネルは 1363m にまで達してした。そ

の日は休日ではあったが、作業をしている者

もいた。午後 4 時 20 分、突然、坑内から轟

音がし、黒い土煙が押し出されてきた。 

坑道の崩落だった。 

【丹那神社の“救命石”】 

 紙一重で死を免れた人もいた。堀り崩された土

石の中の大石が漏斗を塞いでしまい、それを取り

除くために、その場に留まっていた。もしふつう

に搬出作業にかかっていたら全員圧死していた。 

  後に大石は救命石と名付けられ、奉納された。  

【生存者たち】 

しかし命は助かったものの、他の者も含め

17 名が生き埋めにされた。救助坑の掘削も

難航し、全員死亡という最悪の事態も予想さ

れた。しかし全員、飢えと疲労に絶え、八日

目に救出されたのだった。 

   

【供養梅】 

 崩落後に大雨があり、梅園奥の一部が陥没

した。この場所の直下 53m で崩落が起きた

のだった。亡くなった 16 名の冥福を祈り、

梅が植えられている。 

深夜静かな時には、ここで電車の通る音が

聞こえる。 

【関東大震災時の熱海線根府川真鶴間】 

 崩落事故の 4か月後には電力問題も解決した。 

大正 12(1923)年 9 月 1 日午前 11 時 58 分、相

模湾南西部を震源とするマグニチュード 7.9の大

地震が発生した。熱海は地震と津波で甚大な被害

を受けた。しかしトンネル内部は熱海口も三島口

も異常なく、建設は続行された。 

【三島口の事故】 

 三島口の坑奥では 2 年間も掘進できずに

いた。大正 13(1924)年 2月 10日、突然大音

響とともに土砂を含んだ泥水がすさまじい

勢いで噴出し 16名が溺死する悲惨な事故が

再び起こった。この後も水に苦しみ続けた。 

  (参考書『ほっと ふるさと』、『タウト 1880-1938』) 

 



 

 

丹那トンネル Ⅲ -16年の難工事- 

 

 丹那トンネルの難工事は、日本の進路の難

航と重なっているようにも感じられる。 

  多くの犠牲者を出してしまったのは、地質

が分かっていない所へ、遮二無二トンネルを

掘ろうとした結果だった。 

  日本は、昭和 7年(1932)の「5.15事件」で

犬養毅首相が暗殺され、昭和 8年(1933)には

国際連盟を脱退し、国際的に孤立した。さら

に昭和 11年(1936)の「2.26事件」では高橋

是清蔵相他が暗殺された。 

  熱海側の坑門上部には、開通時の鉄道大臣

内田信也揮毫の銅製「丹那隧道」扁額が中央

にあるが、左に 2578、右に 2594 という皇

紀が記されている。内田は熱海市指定有形文

化財の“起雲閣”を別邸として建設した。 

  工事の犠牲者と生活を奪われた丹那盆地

の村人たちの犠牲のうえに、トンネルは完成

されたのである。 

  

 

 

【丹那トンネルの計画変更か？】 

大正 13(1924)年、函南の養徳寺で葬儀が催

された。新聞各紙は、人命尊重・経費・工期

の観点から、大断層を迂回する変更案や工事

自体の中止を論じた。そしてやっと日本初の

ボーリング調査が行われることになった。 

 【北伊豆地震と断層鏡面】 

関東大震災の７年後、昭和 5 年(1930)11 月 26

日マグニチュード 7.3の地震が発生した。断層で

トンネルが 2.7m ずれ、切端の岩壁が鋭利な刃物

で切ったかのようにピカピカと光っていた。この

結果トンネルは直線では繋がらなくなった。 

【丹那断層、火雷神社】 

多くの断層の中でも最も大きい丹那断層は

長さ約 35kmであり、上下に 2.4mずれ、北

へ 2.7m移動した。丹那断層は国の天然記念

物に指定され、保存されている。火雷神社で

は鳥居と階段が 1m余りずれたことが判る。 

 

 
 

【丹那農民の“一揆”】 

  後に撤回したが、ある学者は丹那トンネル

により膨大な地下水が流失し、それが地震を

引き起こしたと論じた。 

丹那盆地の村人は、田が涸れ、収穫が皆無

となり、飲料水にも事欠き、生活が根底から

覆され、竹槍をもち抗議した。鉄道省の対応

は後手後手となっていた。 

【第一号列車】 

 多大な犠牲のうえに、ついに新・東海道線の第

一号列車は、昭和 9 年(1934)11 月 30 日午後 10

時東京発の神戸行きと決定した。NHKも初めて、

トンネル通過を中継放送した。機関手はエース中

のエースの殿岡が選出された。 

  列車は零時四分にトンネルに入り、車内に歓声

が溢れたのだった。(『タウト 1880-1938』) 

【新丹那トンネル】 

 丹那トンネルにより、特急「燕」は東京-

大阪間を 8時間 20分で疾走した。 

  新丹那トンネルの工事が開始されたのは、

昭和 16年(1941)に遡るが中止され、昭和 34

年(1959)に工事が再開され 1964年（昭和 39

年）に完成した。 (参考書『ほっと ふるさと』、『軌

跡 』静岡県行政センター・あい懇話会、) 
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